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1) F. A. Hayek， Denatio叩 lis山 onof Money: An Analysis 01 the Theory and Practh'e 0/ 
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ζとを批判している。 ζの問題については M叩 etaryNationalism and lntemational Stability， 
19申書照。
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理論J1952年を出している。なお，この他J Monetary Nat2開 alismand International Stαbil-
ity， 1937や Profits，Interest und lwvestment， 1939がこP聞に出されていあ。 まずこ， 計画経
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ある。 F.Machlup (ed.)， Essays即 Hayek，19'(6.古賀勝次郎「ハイエグの政治経済キ:J1981 
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23) ハイエグはj このよう/ぷ社会乞「カタラクシー (catallaxy)Jあるいは市場白「自発的秩序
Cspontaneo田 order)J~呼称している。前者iの概士については Law. Legislation and Libertyj 
Vol. 2. 1976， Chap. 10などを，その言ト義については ibid.，p. 108を参照。 これらの概念に封し
て，だれかが意識的に資源右嵐-CJ)目的序列に割り当てる機構または配置を「経済 Ceconomy)J
と称している。
24) New Studies. p. 187 
25) ibid.， p.181 


























'2.7) Denationalisation of Money， p. 80. 
28) ハイエクは「主観主義」と「方法論的個人主義」とを一義的に結びつけようとしているが，こ
のことがいえるかどうかについては検討の余地があろう。 1'heCounter.Revolution o[ Scien印
Studies on the Abuse 01 Reason， 1952， p.38，佐藤茂行訳「科学による反革命理性の濫用」
1979隼 42ベジなどを参照。
29) ibid.， p.28，邦訳， 2白へ←ジ。



























32) New Studies， p.180 なお， これに関しては 1ndi vidua!:削 nand Economic Order， 1948， 
Chap. 2も参同b
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41) The Counter-Revolution of Science， p.33，邦訳， 33-34へジ。
42) このような主張とカントのカテゴリーとの近親性についてはハイエク自身が表明している。





43) ibid.， p.189 

























44) ibid.， p.49では「層化」という表現がヒエフルヒ 的な性格を含むものとして受け取られが
ちなことを指摘し』決して十分に適切なことはではないとしてし唱。
45) ibid.， p.45 
46) Law， Legislation and Liberty， Vol. 3， 1979， p.157 
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ハイ 1 グの体系からすればそれらの純化された性格は非kエ号ルヒ 的な構J邑
をも勺「抽象的規則」の概念と結びつけられているのである。
49) Denationalisation 01 M叩 ey.p. 52. 





























51) ibid.， p. i5 
「貨幣の非固有化」論円イェクにおりる「信頼」と「管理J (321) 29 
時代の支配的な固定観念に対決して提起される限り， 面性を帯びることが免
れえないとするなら，ハイエクの評価もそれに即してなされねばならないであ
ろう。今日における貨幣理論の状況を概観してみれば，そこにおいて主流をな
しているのは，依然としてケインズ経済学に負うと乙ろの管理通貨理論である
といえよう。乙のケインズ的な貨幣理論の勝利は同時に， 19世紀の後半から20
世紀り初めにかけてのクアッフロに代表される名目主義学説とメンガーに代表さ
れる金属主義学説との論争における前者の勝利を意味していた。またそれは，
この論争の背後に伏在Lていた?経済過程への国家による介入と「管理」を認
めるべきか，ぞれ土もそれを極力避けて自由放任主義を採るべきか土い弓駆め
て重要な思想的対立にー応の決着をつけたのでもあった。このような推移の中
で， 自由放任主義およびそれを支えてきた自由主義・個人主義の思想は，金属
主義学説との結びつきを断たれ，それとともに貨幣学説との結びつきを弱めて
きたということができる。他方，自由放任の破綻を唱えて成立した管理通貨理
論に対する信奉は今なお根強<，市場経済における自由放任主義を主張する今
日のマネタリストさえ，通貨政策に関しては通貨数量説に基づく「管理Jの強
化を提起しているというのが実態である。
この中にあって，ハイエクの主張がもっ最も本質的な意義は知識」や情
報についての議論や慣習論などを手懸りに貨幣を「抽象的規則」に基づく自動
調節的な制度と Lて位置づ円，そのことによって自由主義や個人主義の思想を
改めて貨幣理論に結びつけ直そうとするところにあるといえるのである。そし
て，同時にそれは，これまであまりにも一面的に貨幣理論をえ配してきた常識
や偏見を打b壊し，貨幣の忘れられてきた本質的なもうひとつの側面を照らし
出す試みであるといえるのである。
(1984年 7月脱稿〕
